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研究成果の概要（和文）：アメリカの先進的ワーク・ライフ・バランス企業や国内の「ファミリ

ー・フレンドリー企業」、女子学生のキャリア、働き方について論文、共著、共訳の形でまとめ

た。また、日米のワーク・ライフ・バランス動向を追い、企業内保育所を類型化し、その内容・

成果について国内外の学術交流（講演）や学会においてこの課題について発信を行った。 

 

研究成果の概要（英文）：I studied companies advanced in terms of work-life balance and 

"family-friendly companies" in the U.S. and Japan, female students' career and how to 

work, which were summarized in journal papers, collaborated publications, and the form 

of joint translation. The Japan-U.S. work-life balance trends were followed, on-site 

day-care centers were classified, and the content and results of the research were output 

in academic exchanges (lectures) in and outside the country, as well as at conferences. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、国内でもワーク・ライフ・バランス

（以下「WLB」）が重要課題となり、学会や地

域セミナー等でもこのテーマが取り上げら

れてきた。男女共同参画を推進する少子高齢

社会において、育児支援が喫緊の課題である

ことは論を俟たない。企業社会では 2007 年 1

月、日本経団連が「企業倫理の高まりと CSR

の推進」の中でそれを「優先政策事項」とし

て掲げ、労働市場の改革として「会員企業に、
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WLB の重要性についてさらに認識を深め、多

様な働き方の選択肢を用意するように呼び

かけた。特に今後 5 年間に重点的に講じるべ

き方策として、女性の就労支援策を講じ、企

業の主体的な取組による WLB の実現と性別を

問わず仕事と家庭生活の両立を支援するこ

とを掲げている。」（日本経団連、2007）。 

 

２．研究の目的 

本研究は平成 20-24（2008－2012）年の研

究期間内に、日米の女性労働比較を行い、新

しい働き方の提示と継続就業の提言を試み

るものである。日米の比較から①従業員の家

庭生活と職業生活の両立を支援する企業の

経営理念、②支援政策と方針、③労働環境、

④企業内保育所と関連施策の効果、⑤その問

題点、および⑥課題を明らかにし、労働と保

育、および企業役割のインターフェイスにお

いてジェンダー視点から問題点を浮き彫り

にする。WLB の観点から男女共同参画、CSR

についても触れながら、男女協働と企業の育

児支援についてまとめる。 

 

3．研究の方法 

日本および米国国内での最終的情報収集、

調査（企業内保育所追跡調査含む）を行い、

ワーク・ライフ・バランス政策、およびジェ

ンダー的視点から見た新しい働き方、経営理

念、企業内保育所の意義、企業支援について

関与する（あるいは影響をもたらす）企業、

機関、団体、学会を訪問し、インタビュー、

意見交換を行い、政策面での現状を捉えた。 

 

４．研究成果 

2008－2012 年度の本研究「女性労働と企

業・社会：企業内保育所にみるワーク・ライ

フ・バランス」において、申請者（中村艶子）

は毎年一定の実績を出すべく取り組みを行

った。 

 2008 年度には、論文「アメリカの先進的ワ

ーク・ライフ・バランス企業：SAS インステ

ィチュートの事例を通して」を発表し、企業

内保育所の詳細なケーススタディを報告し

た。2009 年度から 2011 年度の各年には、「フ

ァミリー・フレンドリー企業」、女子学生の

キャリア、働き方についてまとめ、それらを

共著にて発表するに至った。さらに 2011 年

度は研究テーマ内容の文献を翻訳し上梓す

るに至った。 

 本研究期間のうち 2009－2010 年度には、

アメリカのスタンフォード大学社会学研究

科ならびにハーバード大学社会学研究科に

おいて客員研究員として在外研究を行い、調

査ならびに学術意見交換、研究内容の発信を

行った。2008 年にはミシガン州立大学におい

てワーク・ライフ・バランスの理論について

報告し、在外研究中の 2009－2010 年度は、

スタンフォード大学、ハーバード大学に加え、

アーモスト大学、スミス大学、モントレー・

インスティチュート国際大学院およびモー

リーン＆マイク・マンスフィールド財団など

において本研究内容に関する講演の機会を

授かった。学会報告も各年行い、2012 年労務

理論学会全国大会では統一論題において研

究内容を報告させていただいた。 

 なお、本研究で成果としてまとめらきれな

かった部分は、継続して今後の課題として取

り組む予定である。 

本研究において女性労働と企業・社会をテ

ーマに社会の現状の一考察を行い、社会に対

して研究の成果発信ができたことをここに

ご報告申し上げる。科学研究費のご支援なし

には、このような国内外での現地調査を含む

広範囲な研究活動を行うことはできなかっ

たであろう。この場をお借りしてご支援に厚

く感謝申し上げたい。 
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